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(57)【要約】
【課題】本発明は、所定の情報を表示させるシート状の
ＥＬ素子表示装置の作製方法、ＥＬ素子表示モジュール
に関し、少なくとも電気的接続工程における組み立て効
率の向上を図り、低コスト化を図ることを目的とする。
【解決手段】表示用基材２２にＥＬ素子形成部２３およ
び接続端子２４が形成され、これら何れかに粘着剤２５
が塗布されるＥＬ素子表示モジュール２１であり、当該
ＥＬ素子表示モジュール２１を、ＥＬ素子表示装置を構
成する装置用基材１２に形成された所定パターン１３と
電気的接続させて搭載させる場合に、当該装置用基材１
２上の対応パターン１３とＥＬ素子表示モジュール２１
の接続端子２４とを当接させて当該装置用基材１２上に
粘着剤２５により接着させる構成とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】所定のパターンが形成されたシート状の装
置用基材上に、少なくともエレクトロルミネッセント素
子で形成されたエレクトロルミネッセント素子表示モジ
ュールを電気的に接続して搭載させるエレクトロルミネ
ッセント素子表示装置の作製方法であって、
前記エレクトロルミネッセント素子表示モジュールは表
示用基材に接続端子で外部接続可能にエレクトロルミネ
ッセント素子形成部が形成され、当該接続端子側に当該
接続端子を外部接続可能に粘着剤が塗布されているもの
で、前記装置用基材上のパターンのうち、対応するパタ
ーンと対峙させ、当該接続端子部分を対応パターンに当
接させて当該装置用基材上に上記粘着剤により接着させ
ることで電気的接続を行わせる工程を含むことを特徴と
するエレクトロルミネッセント素子表示装置の作製方
法。
【請求項２】請求項１記載のエレクトロルミネッセント
素子表示装置の作製方法に使用されるエレクトロルミネ
ッセント素子表示モジュールであって、
前記表示用基材に接続端子を外部接続可能にエレクトロ
ルミネッセント素子形成部が形成され、当該接続端子側
に当該接続端子を外部接続可能に粘着剤が塗布されるこ
とを特徴とするエレクトロルミネッセント素子表示モジ
ュール。
【請求項３】請求項２記載のエレクトロルミネッセント
素子表示モジュールであって、前記接続端子は、前記表
示用基材における前記エレクトロルミネッセント素子形
成部が形成された反対面に形成され、前記粘着剤が当該
接続端子側に当該接続端子を外部接続可能に塗布される
ことを特徴とするエレクトロルミネッセント素子表示モ
ジュール。
【請求項４】請求項２記載のエレクトロルミネッセント
素子表示モジュールであって、前記表示用基材は透明部
材または半透明部材で形成されるもので、前記接続端子
が当該表示用基材上の前記エレクトロルミネッセント素
子形成部側に形成されると共に、前記粘着剤が当該接続
端子側に当該接続端子を外部接続可能に塗布されること
を特徴とするエレクトロルミネッセント素子表示モジュ
ール。
【請求項５】請求項２～４の少なくとも何れかに記載の
エレクトロルミネッセント素子表示モジュールであっ
て、表出される前記接続端子上に導電性粘着剤が塗布さ
れていることを特徴とするエレクトロルミネッセント素
子表示モジュール。
【請求項６】請求項２～５の少なくとも何れかに記載の
エレクトロルミネッセント素子表示モジュールであっ
て、前記粘着剤面上および前記導電性粘着剤上に所定の
剥離材が設けられ、または当該粘着剤面と反対面に所定
の剥離剤が設けられることを特徴とするエレクトロルミ
ネッセント素子表示モジュール。 *
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*【請求項７】シート状のエレクトロルミネッセント素子
表示装置における装置用基材上の所定部分に粘着される
エレクトロルミネッセント素子表示モジュールであっ
て、
シート状の表示用基材と、
前記表示用基材上にエレクトロルミネッセント素子で形
成されたエレクトロルミネッセント素子形成部と、
前記エレクトロルミネッセント素子形成部上、または、
前記表示用基材の当該エレクトロルミネッセント素子形
成部の反対面上に塗布される粘着剤と、
前記粘着剤の塗布部分以外の部分に形成され、少なくと
も表示のための外部駆動手段と電気的に接続させるため
の接続端子と、
を有することを特徴とするエレクトロルミネッセント素
子表示モジュール。
【請求項８】請求項７記載のエレクトロルミネッセント
素子表示モジュールであって、前記粘着剤面上に所定の
剥離材が設けられ、または当該粘着剤面と反対面に所定
の剥離剤が設けられることを特徴とするエレクトロルミ
ネッセント素子表示モジュール。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、所定の情報を表示
させるシート状のエレクトロルミネッセント（ＥＬ）素
子表示装置の作製方法およびＥＬ素子表示モジュールに
関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、所定の情報を表示させる装置は種
々あり、目的用途、コスト等に応じて使用されている。
このような情報表示装置は、薄型化、軽量化、低コスト
化が望まれており、製品化されつつ傾向にある。特に、
ＥＬ素子で形成される表示装置は薄型、軽量であり、ま
た大きさを自在に形成できることから注目を集めてい
る。このようなＥＬ素子表示装置においては、その製造
工程において組み立て効率の向上が望まれる。
【０００３】従来、ＥＬ素子表示装置は、一般にはＥＬ
素子表示部と表示駆動部等より構成され、ＥＬ素子表示
部および表示駆動部等には電気的な接続を行うための接
続端子がそれぞれはんだ付けにより設けられる形態のも
のである。すなわち、所定のパターンが形成された基板
上にＥＬ素子表示部および表示駆動部等を配置し、これ
らと基板上の対応するパターンとをはんだ付けにより電
気的に接続するのが一般的である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来のＥＬ素子表示装置の製造工程では、少なくとも構成
する各要素と基板上のパターンとをはんだ付けにより電
気的接続を行わなければならない。このことは、その分
設備コスト、材料コストを必要とすると共に、ＥＬ素子
表示装置作製の製造工程のうち、組み立て工程における
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3
電気的接続部分で作業効率を図ることができないという
問題がある。
【０００５】そこで、本発明は上記課題に鑑みなされた
もので、少なくとも電気的接続工程における組み立て効
率の向上を図り、低コスト化を図るエレクトロルミネッ
セント素子表示装置の作製方法、エレクトロルミネッセ
ント素子表示モジュールを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、請求項１の発明では、所定のパターンが形成された
シート状の装置用基材上に、少なくともエレクトロルミ
ネッセント素子で形成されたエレクトロルミネッセント
素子表示モジュールを電気的に接続して搭載させるエレ
クトロルミネッセント素子表示装置の作製方法であっ
て、前記エレクトロルミネッセント素子表示モジュール
は表示用基材に接続端子で外部接続可能にエレクトロル
ミネッセント素子形成部が形成され、当該接続端子側に
当該接続端子を外部接続可能に粘着剤が塗布されている
もので、前記装置用基材上のパターンのうち、対応する
パターンと対峙させ、当該接続端子部分を対応パターン
に当接させて当該装置用基材上に上記粘着剤により接着
させることで電気的接続を行わせる工程を含む構成とす
る。
【０００７】請求項２～６の発明では、「請求項１記載
のエレクトロルミネッセント素子表示装置の作製方法に
使用されるエレクトロルミネッセント素子表示モジュー
ルであって、前記表示用基材に接続端子を外部接続可能
にエレクトロルミネッセント素子形成部が形成され、当
該接続端子側に当該接続端子を外部接続可能に粘着剤が
塗布される」構成とし、「前記接続端子は、前記表示用
基材における前記エレクトロルミネッセント素子形成部
が形成された反対面に形成され、前記粘着剤が当該接続
端子側に当該接続端子を外部接続可能に塗布される」構
成であり、「前記表示用基材は透明部材または半透明部
材で形成されるもので、前記接続端子が当該表示用基材
上の前記エレクトロルミネッセント素子形成部側に形成
されると共に、前記粘着剤が当該接続端子側に当該接続
端子を外部接続可能に塗布される」構成であり、「表出
される前記接続端子上に導電性粘着剤が塗布されてい
る」構成であり、「前記粘着剤面上および前記導電性粘
着剤上に所定の剥離材が設けられ、または当該粘着剤面
と反対面に所定の剥離剤が設けられる」構成である。
【０００８】請求項７、８の発明では、「シート状のエ
レクトロルミネッセント素子表示装置における装置用基
材上の所定部分に粘着されるエレクトロルミネッセント
素子表示モジュールであって、シート状の表示用基材
と、前記表示用基材上にエレクトロルミネッセント素子
で形成されたエレクトロルミネッセント素子形成部と、
前記エレクトロルミネッセント素子形成部上、または、
前記表示用基材の当該エレクトロルミネッセント素子形
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成部の反対面上に塗布される粘着剤と、前記粘着剤の塗
布部分以外の部分に形成され、少なくとも表示のための
外部駆動手段と電気的に接続させるための接続端子と、
を有する」構成とし、「前記粘着剤面上に所定の剥離材
が設けられ、または当該粘着剤面と反対面に所定の剥離
剤が設けられる」構成である。
【０００９】このように、表示用基材にエレクトロルミ
ネッセント（ＥＬ）素子形成部および接続端子が形成さ
れ、これら何れかに粘着剤が塗布されるＥＬ素子表示モ
ジュールであり、当該ＥＬ素子表示モジュールを、ＥＬ
素子表示装置を構成する装置用基材に形成された所定パ
ターンと電気的接続させて搭載させる場合に、当該装置
用基材上の対応パターンとＥＬ素子表示モジュールの接
続端子部分とを当接させて当該装置用基材上に粘着剤に
より接着させる。すなわち、ＥＬ素子表示モジュールに
当該接続端子を外部接続可能に粘着剤を塗布させている
ことから、当該ＥＬ素子表示モジュールを装置用基材上
に貼着させることで電気的接続が可能となり、少なくと
も電気的接続工程における組み立て効率の向上を図り、
低コスト化を図ることが可能となるものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好ましい実施形態
を図により説明する。図１に、本発明のＥＬ素子表示装
置の作製方法に係る第１実施形態の構成図を示す。図１
（Ａ）は、配線パターンモジュール１１を示したもの
で、装置用基材１２上に所定の配線パターン１３が形成
されたものである。この装置用基材１２は、紙（例えば
上質紙）、樹脂フィルム、布、木材（またはその表皮）
や軟らかい金属などの薄材等のフレキシブルなシート状
のもので、適宜、その表面上に印字または印刷可能にコ
ーティングされたものでもよい。そして、上記配線パタ
ーン１３は、銅箔等をエッチングにより所定形状に形成
され、または導電性インキで印刷等により所定形状に形
成される。
【００１１】また、図１（Ｂ）は、ＥＬ素子表示モジュ
ール２１を示したもので、表示用基材２２の一方面にＥ
Ｌ素子形成部２３が形成され、他方面に当該ＥＬ素子形
成部２３における発光のための部位と導通される接続端
子２４が外部接続可能に表出されて形成される。この場
合、表示用基材２２には当該接続端子２４部分が表出さ
れるように穿孔される。この表出される接続端子２４側
には粘着剤２５が当該接続端子２４部分を表出させるよ
うに塗布される。そして、粘着剤２５面上には剥離材２
６が設けられたものである。
【００１２】上記表示用基材２２は、上記装置用基材１
２と同様に、例えば紙（例えば上質紙）、樹脂フィル
ム、布、木材（またはその表皮）や軟らかい金属などの
薄材等のフレキシブルなシート状のもので、適宜、その
表面上に印字または印刷可能にコーティングされる。ま
た、上記ＥＬ素子形成部２３で適用されるＥＬ素子に
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5
は、従前より知られているように無機ＥＬ素子と、有機
ＥＬ素子とがあり、発光性や製造性等により有機ＥＬ素
子を使用することが好ましい。このような有機ＥＬ素子
を用いるＥＬ素子形成部２３は、従前より知られている
工程により上記表示用基材２２上に形成されるもので、
ここでは説明を省略する。
【００１３】上記接続端子２４は、外部の駆動制御手段
と接続させるためのもので、例えば導電性金属片を導電
性粘着剤で接着させて形成させることができ、または熱
硬化性の導電性粘着剤や熱硬化性の導電性インキを塗布
し、加熱硬化させて形成させることができる。なお、表
示用基材２２に対し、ＥＬ素子形成部２３および接続端
子２４の何れを先に形成させるかは問わない。上記粘着
剤２５は、例えば、後に剥がすことを前提としなければ
天然ゴムラテックスや合成ゴム等の非剥離性の接着剤組
成物が使用され、また剥離自在に接着させる場合には上
記非剥離性の接着剤組成物にシリカ、デンプン、顔料等
の微粒状充填材を充填した感圧性、感熱性、再湿性の接
着剤組成物が使用される。なお、マスキングを行って粘
着剤２６を塗布することで上記接続端子２４を表出させ
ることができる。
【００１４】上記剥離材２６は、剥離紙に剥離剤が塗布
されたもので、例えば通常使用される剥離紙で使用され
る紙ベースまたはフィルムベースの基材に一般的に使用
されているものとしてシリコーン剤等のような高分子物
質の剥離剤が塗布されたものが使用される。なお、図１
（Ｂ）では、剥離材２６を粘着剤２５側に設けた場合を
示したが、例えば当該ＥＬ素子モジュール２１を連続さ
せたシートとしておき装置作製時に単片とする場合にお
ける保管時に、ロール状で保管させる場合には当該粘着
剤２５の反対面（ＥＬ素子形成部２３面上）に剥離材２
６を形成してもよく、この場合には透明な剥離剤のみを
塗布すれば足りる。このことは以下に示す他の実施形態
においても同様である。
【００１５】そして、図１（Ｃ）に示すように、図１
（Ｂ）に示す剥離材２６が剥離されたＥＬ素子表示モジ
ュール２１の接続端子２４を、図１（Ａ）に示す配線パ
ターンモジュール１１における装置用基材１２上のパタ
ーンのうち、対応するパターン１３と対峙させ、当該接
続端子２４を対応パターン１３に当接させて当該装置用
基材１２上に上記粘着剤２５により接着させることで電
気的接続を行わせたものである。
【００１６】そこで、図２に、図１の作製方法が適用さ
れるＥＬ素子情報表示装置作製の説明図を示す。図２
（Ａ）において、装置用基材３１（１２）に所定形状の
配線パターン３２（１３）が形成されたもので、これが
図１（Ａ）に示す配線パターンモジュール１１となる。
【００１７】また、図２（Ｂ）は上記配線パターンモジ
ュール１１に搭載される各モジュールを示したもので、
ここでは、画像表示部としての上記図１（Ｂ）に示すＥ
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Ｌ素子表示モジュール２１、非接触通信部４２、リライ
ト表示部４３および電源部４４としている。そして、こ
れら各モジュールの裏面には接続端子を外部接続可能に
粘着剤が塗布されている。ここで、上記非接触通信部４
２は、アンテナ（電磁誘導型または静電誘導型）、半導
体ＩＣモジュールおよびＥＬ素子表示モジュール２１を
駆動する駆動制御モジュールを備えるもので、外部のリ
ーダライタからの表示情報や制御信号を非接触で受信し
て当該ＥＬ素子モジュール２１で画像等を表示させる。
【００１８】上記リライト表示部４３は、例えば感熱材
がドット上に分布されており、外部からのドット単位で
の加熱によって、文字やイメージを表示させる表示手段
である。また、電源４４は、ＥＬ素子表示モジュール２
１および非接触通信部４２を少なくとも駆動させるため
の電力を供給するもので、例えばバッテリ（乾電池、充
電式乾電池、ソーラ電池等）、誘起電力発生コイル等が
あり、交流、直流を問わない。
【００１９】そして、図２（Ｃ）に示すように、配線パ
ターンモジュール１１上の配線パターンのうち、それぞ
れ対応するパターンと対応のＥＬ素子表示モジュール２
１、非接触通信部４２、リライト表示部４３および電源
部４４を対峙させ、それぞれの接続端子を対応パターン
に当接させて当該装置用基材３１（１２）上に上記粘着
剤により接着させることで電気的接続を行わせることに
より、シート状情報表示装置４１が作製されるものであ
る。
【００２０】このように、ＥＬ素子表示モジュール２１
に、接続端子２４を外部接続可能に粘着剤２５を塗布さ
せていることから、当該ＥＬ素子表示モジュール２１を
装置用基材１２上に貼着させることで電気的接続を行う
ことができ、少なくとも電気的接続工程における組み立
て効率を向上させることができると共に、低コスト化を
図ることができるものである。
【００２１】次に、図３に、本発明に係るＥＬ素子表示
モジュールの第２実施形態の構成図を示す。図３（Ａ）
はＥＬ素子表示モジュール２１を示したもので、表示用
基材２２を透明または半透明な部材（上記部材のうち、
例えば紙、樹脂フィルム等）として、当該表示用基材２
２の一方面にＥＬ素子形成部２３を形成させ、当該ＥＬ
素子形成部２３上に接続端子２４を形成させたものであ
る。そして、接続端子２４側に、当該接続端子２４を外
部接続可能に表出させて粘着剤２６を塗布し、当該粘着
剤２６上に上記剥離材２６を設けたものである。
【００２２】そこで、図３（Ｂ）に示すように、図３
（Ａ）に示すＥＬ素子表示モジュール２１における剥離
材２６を剥離して、接続端２４を、配線パターンモジュ
ール１１における装置用基材１２上のパターンのうち、
対応するパターン１３と対峙させ、当該接続端子２４を
対応パターン１３に当接させて当該装置用基材１２上に
上記粘着剤２５により接着させることで電気的接続を行
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7
わせたものである。
【００２３】すなわち、接続端子２４をＥＬ素子形成部
２３上に形成しても表示用基材２２が透明または半透明
であることから画像等の表示が可能であり、このような
ＥＬ素子表示モジュール２１を使用しても、上記同様に
ＥＬ素子表示モジュール２１を装置用基材１２上に貼着
させることで電気的接続を行うことができ、少なくとも
電気的接続工程における組み立て効率を向上させること
ができると共に、低コスト化を図ることができるもので
ある。
【００２４】次に、図４に、本発明に係るＥＬ素子表示
モジュールの第３実施形態の構成図を示す。図４（Ａ）
は図１（Ｂ）に対応させたＥＬ素子表示モジュール２１
を示したもので、形成された接続端子２４上に導電性粘
着剤５１を設け、当該粘着剤２６および当該導電性粘着
剤５１上に剥離材２６を設けたものである。導電性粘着
剤５１としては、一般に接着性樹脂中に導電性粒子を分
散させた異方導電性粘着剤があり、熱可塑タイプのもの
と熱硬化タイプのものがあるが、何れのタイプのもので
もよい。例えば熱可塑タイプのものとしてはスチレン－
ブタジエン－スチレン等スチレン系共重合体が主として
用いられ、熱硬化タイプのものとしてはエポキシ樹脂系
のものが主として用いられる。なお、この導電性粘着剤
５１の形成は図３においても適用できる。
【００２５】そこで、図４（Ｂ）に示すように、図４
（Ａ）に示すＥＬ素子表示モジュール２１における剥離
材２６を剥離して、接続端２４を、配線パターンモジュ
ール１１における装置用基材１２上のパターンのうち、
対応するパターン１３と対峙させ、当該接続端子２４を
対応パターン１３に導電性粘着剤５１を介在させて接着
させると共に、当該装置用基材１２上に上記粘着剤２５
により接着させることで電気的接続を行わせたものであ
る。
【００２６】このように、導電性粘着剤５１を用いるこ
とで接続端子２４と対応パターン１３とは確実に電気的
接続を行わせることができると共に、このようなＥＬ素
子表示モジュール２１を使用しても、上記同様にＥＬ素
子表示モジュール２１を装置用基材１２上に貼着させる
ことで電気的接続を行うことができ、少なくとも電気的
接続工程における組み立て効率を向上させることができ
ると共に、低コスト化を図ることができるものである。
【００２７】次に、図５に、本発明に係るＥＬ素子表示
モジュールの第４実施形態の構成図を示す。図５（Ａ）
は装置用基材６１を示したもので、上記同様の紙（例え
ば上質紙）、樹脂フィルム、布、木材（またはその表
皮）や軟らかい金属などの薄材等のフレキシブルなシー
ト状のもので、適宜、その表面上に印字または印刷可能
にコーティングされる。そして、この装置用基材６１の
所定部分には固定情報６２が印字または印刷により形成
される。固定情報としては、例えばカレンダ、予定表、*
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*ポスタ（広告）、価格表示広告、看板等で必要な種々の
情報がある。
【００２８】また、図５（Ｂ）は、ＥＬ素子表示モジュ
ール２１を示したもので、表示用基材２２の一方面にＥ
Ｌ素子形成部２３が形成され、他方面に粘着剤２５が形
成されたものである。この場合、少なくとも表示のため
の外部駆動手段と電気的に接続させるための接続端子２
１Ａが、粘着剤２５の塗布部分以外の部分に形成される
ものであり、粘着剤２５面上に剥離材２６が設けられた
ものである。
【００２９】そして、図５（Ｃ）に示すように、装置用
基材６１上であって、上記固定情報６２の表示領域以外
の部分に、上記ＥＬ素子表示モジュール２１を上記剥離
材２６が剥離されて貼着させることによりシート状情報
表示装置７１を作製するものである。この場合、外部の
駆動制御手段との接続を接続端子２１Ａによって行うも
のである。
【００３０】このようなシート状情報表示装置７１にお
いて、固定情報６２と関連した静的または動的な画像情
報をＥＬ素子表示モジュール２１で所定周期で適時表示
させることで新鮮で注意喚起力の高い情報を表示させる
ことができるものであり、単にＥＬ素子表示モジュール
２１を固定情報６２が表示されている装置用基材６１上
に貼着させることで簡易にシート状のＥＬ素子表示装置
を作製することができ、装置製造の工程における組み立
て効率を向上させることができるものである。
【００３１】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、表示用
基材にＥＬ素子形成部および接続端子が形成され、これ
ら何れかに粘着剤が塗布されるＥＬ素子表示モジュール
であり、当該ＥＬ素子表示モジュールを、ＥＬ素子表示
装置を構成する装置用基材に形成された所定パターンと
電気的接続させて搭載させる場合に、当該装置用基材上
の対応パターンとＥＬ素子表示モジュールの接続端子部
分とを当接させて当該装置用基材上に粘着剤により接着
させることにより、ＥＬ素子表示モジュールを装置用基
材上に貼着させることで電気的接続ができ、少なくとも
電気的接続工程における組み立て効率を向上させること
ができ、低コスト化を図ることができるものである。
【００３２】また、表示用基材にＥＬ素子形成部および
接続端子が形成され、当該ＥＬ素子形成部面上またはそ
の反対面上に粘着剤を塗布させる構成とすることによ
り、単にＥＬ素子表示モジュールを所定の情報が表示さ
れている装置用基材上に貼着させることで簡易にＥＬ素
子表示装置を作製することができ、装置製造の工程にお
ける組み立て効率を向上させることができるものであ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＥＬ素子表示装置の作製方法に係る第
１実施形態の構成図である。
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【図２】図１の作製方法が適用されるＥＬ素子情報表示
装置作製の説明図である。
【図３】本発明に係るＥＬ素子表示モジュールの第２実
施形態の構成図である。
【図４】本発明に係るＥＬ素子表示モジュールの第３実
施形態の構成図である。
【図５】本発明に係るＥＬ素子表示モジュールの第４実
施形態の構成図である。
【符号の説明】
１１                    配線パターンモジュール *
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*１２，３１，６１        装置用基材
１３，３２              配線パターン
２１                    ＥＬ素子表示モジュール
２２                    表示用基材
２３                    ＥＬ素子表示形成部
２４                    接続端子
２５                    粘着剤
２６                    剥離材
４１，７１              シート状情報表示装置

【図１】 【図２】

【図３】
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